
第四章 時事的政治的組府 と しての学会､報刊 ､学童

第一筋 横 根

本草においては､時印的政治的81横としての学会､報刊､学笠を耽り上げる｡

7-ン戦争以後､外国の中包垣崎が激化し､国内の封杜制が伝扶体制として温存されている中で､

時代は､洋有期から変法細へと移行して行った｡

洋叛柳には､申体西用により､音欝､科学技術横桟の中国への導入が主収とされたが､政治的な改

革までには思いを致す者はあまりいなかった｡

しかし､日柄搬争に敗北した結架､日本の明治縦新を見習って､政治の改革を行おうとする変法派

の人達が出現して来た｡

変桂瀬の人達は､日本の近代化に目をつけ､El本が見習った､ヨーロッパの近代化を参考にして､

中榎を近代化し､独立官報の国を作り上げようと考えるようにJLった｡

ここに､変法派の人材を巷成して行くために､学会や稚刊や学宝が設立されて行くことになる｡

学会は､名前は学会であるが､実感は､政党であったとは､菊池1'1叩氏の恵見であるが､狂者も同

意見である｡

腿布祖述は､宜教師や外隣人の広学会を見習って､まず北京教学金を股立し､中国の近代化をはか

り､y!に､ドイツの牒州変の占領にともなって､保国会を股立して､中国を外国の位喝から守ろうと

した｡

以上のことを松まえで､まず､西欧の近代的政治論を受苔した､鴫IIT的政治的拙横について述へて

行く｡

時印的政治的な払轍としては､中国が外国の近代化を学び､独立前故の中Egを作り上げるための､

学会､甘刊､学生などが設立された｡

ついで､外包のGt喝の激化にともない､外国の62喝をはねのけ､みずからの国土を保持し､人種､

宗教も保守する､時IP的政治的な姐梅を作り上げようとした｡そして､その中心となったのは保国会

であった｡

第二や 時事的政治的組穎

変法則の学会などには､すべて政治的な性格があると考えられるが､その中でも､それが掛 こ強い

のは､学会としてほ､北京戦学会､上海強学会､両学会､句学会､知恥学会､扶学会､舶学会､斡学会､

柵学会などがあるが､ここでは､却例研究として､北京葡学会､上梅載学会､両学会を取り上げる｡

確刊については､r中外紀聞人 r敬学報J､r鴫冴懲J､r張報J､r知粥報J､r革稽Jl.r訳宅F公金稚JI､

r国uJl制 ､riB刷 ､r8細 目雅人 r中外日報｣､rEl盲削 ､r広智糾 ､r柵学報j(r湘学新制 )､r棚
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｢

;臥 r中学判 など鵬 る机 ここでは､悶 酬 い 楓 を馴 上げる｡

I ,i_項 j掠 軒 会

はじめに

変法連動の中における､学会の脚 のあらましについては苅一発で述べたので本項では中国人の下

にrlるA初の学会であるj臨 戦学会について考案して行きたい｡①

j振 戦学会については､桝 ≡学の韻文があるれ ②本科では､矧 こ鮮 始 の【Pでの執学会の役割に

ついて考えて行きたい｡中国において､はじめて出来た学会は､ティモシー･リチ十-ドなど外国人

の手になる広学会であったが､そのti■を受けて､攻有れ､榊 措11'どにより､義学会が成立したの

であった｡この幹学会は､集注時期の学会や会の先屯をfLナものであり､その練の訪学会や会は､虹

技､同拝に甘学会の彰■を受けていると思われるので､変法運輸に封する学会や金の投句を考煮する

に当たって､戦学会の性格を明らかにして霞く事は罪繋IL可と思われる｡そこで以下北京蓉学会につ

いて考寅を進めて行く｡ゴ榊 学会の考案に当たってIi､ます瓜切に設ZEの丑Bl､年代､場所などを

考え､ついで､且従､参加者の熊愚構成などを迅及して行きたい｡

また北京戦学会は､gI勅されやがて官督局となり､空に北京大学に併合されるので､これらの恥 こ

っいても触れながら､北京朝学会がその後の諮学会や､変法遊動に媒たした役割について考案して行

きたい｡

1､北末社学会の投書

北京幾学会の設定に当たっては､その成立以前､JDち光捲2)年6月にまT薪BZl社設立の運動が破有

為等に上って開始された.この7Iに朋して､捷有為の白瓜年譜には､r士大夫が外Egの故事且俗にi5

じないので､京tFにあえてやをelり､知識を柑こうという人はいない｡ま法の棚 は､哀拝から治ま

り､王公人臣から拾王らILくてはならない｡そこで哀切 (甘Y)を送る人とはかつて毎日､斬肝を発

行して荊朝の上大夫に千部送った｡印判代二再Iidi有あが自弁し､空車LZlとよ王事には (両人とも蛾

有為のgT.チ)､学校､¥故の各帯功に分けてEl々 に文茸を作らせた｡斬BJlは臼に盛んとflり､多くの

帯教を北原の官atに送ったが､新PE代は耽らなかった｡北京の官恥 ま､何日Vrしいことを聞き､知識

と33が-辞した｣⑳とある｡同様の掛 は､上梢 学金序の絹 脚 は ､⑥r戊戊政変別 にも見え､

rw 別 に上れば､州 の名称1､r7滴 分利 であり､日に2千部送ったことになっている｡⑤

また､これに事加した人については､魚用康抑圧には､文延式､宜世Jk､触 ､淡良品､王全英､

丁立札 揃 臥 C2広軌 弘一 ILど108人桝 ､たとある｡◎前述の肺礼 史啓乱 交王寺を合わ

せれば､氏名の判明できるものが目名であり､その帯芯捕成は五月(正4品相当､以下相当を屯ナ)

1名､t鉢扶持訣学士 (従4品)1名､体中 (正 5品目 名､拾gF申 (正5品)2名､主事 (正6品)
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2名､輪鉢院搾tt(正7品)3名､革人､2名でありRIElを点前によTP以下が半数をこえており､

大官の子弟が3名含まれている｡又判明している出身地頃は､広瀬3名､江蘇3名､江酉2名､河南

1名､i江隷 l名となっている｡

このようlJ.Ir75回公報Jをもとにして北京戦学会が設正されたのであるが､北京戦学会の政江にあ

たっては､すでに述べたように､広学会の形書が大であったことも合わせ考えられる｡①っまり､広

学会の存在があってはt:めて畿学会の成立が考えられるのである｡

北京戦学会の役立目的について蛾有為は､戦学金序の中でおおよそ次のように云っている｡

すなわち

北にロン丁､西にイギリス､繭にフランス､!削こ日本があり､中国は4つの戦国に取り組まれ

ており､それ以外の10以上の国も又中国を分割しようとしている｡蕃印齢 まアジ丁の名掬であっ

たが､旧さを守って変わらなかったために11くなり､トJL,コも回教図の大国であったが､同様に､

守旧不変であったために､分割され､他の多くの国が同様の運命をたどっている｡それ11のに､

中国の現東は､世界の群堆の中で小さくなって臥し､火のついた薪の上でいびきをかいて寝てい

るようなものである｡又西洋人Ii､戎族を厳しく別け､他民族を仇祝するのであるから中国も卓

く方滋を捕L:なければ､分裂の菜目に会うだろう｡

だから風気がじ即ナば､人材がないということで､いたずらに､故梅を受けていることはよくな

い｡学問をすれば､学問が成り､人材をみかけは､人材が放出し､人々が才力を合わせれば､図

秒をIu!めることができるし､人々が心と掛 ､を合わせれば､見川を広めることもできる｡⑧

と述べている｡

ここに明Ktに勧学全役政の意図がうかがわれるのである｡すなわち､それは､図苛を娘め､見DJlを

広めて学問をおこし､人材を育成して､外国による中国分割の危横から､中国を救うというVにあっ

たと云えよう｡

強学会という名称の由来については､集村碇附巴に､r十数人の人達が雅まって中外の故実を求め

て､日渡､労力をEiねた｡それ故この奥まりを､戦学会と名すげた｡その上､別に柳 E3を北京に

放け､一切の有用IL書汀を印刷することをaした｣⑨と見えている｡

また､ティモシー･lJチヤードは､その自伝の中で､聾学会を､川ghcrI.M ingSuietyと意訳

している｡⑳

また､究啓租の ｢30日並｣には､光紡2伸 7月にgi有孤等により北涼弘学会が設立されたことが述

べられている｡07月に聾学会が脚 れゝた取 如し 日珊 争に肘 1､引茸干渉和 Lおこり､中揖分割

の危枚がたかまったからであろう｡また設定場所については､架専用年譜拡充玖村によれは､北京で

ぁ ったこと州 tられる｡◎これは､北京が首芯であり､多くの官如 くおり､前述したように､尊苧会

設立以前に､官aEたちに r7洞 公報Jを7e和し､官位を専管していたので態学会を投ZEする凍地がH

来ていたからであろう｡さてこのような滋味から設正された我学会はどのようfl換BEを持っていたの
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だろうか｡次にそのことを考蒸して行きたい｡

2､北京強学会の級能

北京強学会の横能については､無碍抜附記や､蛾有為､黙啓超､ティモシ-･リチャードなどの自

伝或いは､El妃などに見えているので､まず､それぞれの惣料をあげ､以下その方料に壌封を加えて､

北京強学会の機能をまとめて行きたい｡

まず､祭那 珊 記によれば､固辞を印刷するために､熱学等局が改正されている｡⑳また､同潜に

｢京師の名声ある省､地方官で宮中に参内する者のうちで､王之啓､怪文柄､拙厳秘等の諮公が-3t!ま

り盛会で､その軌 ま､およそ百余であった｡弓耳之雨は五千金を出し､譲家Rが成合を捕え､翁同解が､

戸額から若干の金と印刷横を出すのを許した｣㊥と見えている｡

つぎに､肺 為の自描年鮒 こよれば､光緒21年7月に肺 為､茸世軌､椴鍵､丁立鈎 (原文には､

T玄鈎とあるが立鈎a)誤りと思われる)沈瞥紀､沈曽網､韻草排､陳⊂:■コ(排仲垣であろう)等がJR

まり､寄附により放千金が頻められ､役員の溝出が行われ排他が捉調となり､これを張鞘許がたすけ､

史に排有為が葡学会の序文及び帝擬を草案し､拍如 (架啓雌)と凝することとなった｡

また､3Elに 1班会が作子桶満名草笠で開かれ､塊まる省も日にElに増加し琉珊軌 こ図研蛇を朋く

ことも課されたが､北京の木尾には､世界地図 1mけ らもなかったので変孟頚を上海にやって世相を

鵬入させた⑬とおおむねいわれている｡又英米の公使が臥肝西御ならびに図器を敢学会に翻 りし観学

会を鵬 的に伊仙した祁がのべられている｡⑩

さらに同せIには､劉坤-､張之洞､王文沼がそれぞれ五千金を市附し､釆康､超土成らが､救千金

を馴 JLたとあり､又金nJこは方に とに二金ずつ出す省があったとある｡①

究啓超の r政経塞文弧Jの29によれば､｢最初に甘辛した林業が､図秒蛇と斬ml社を作る堺だった｡

まず出世肌がはじめに五百両を寄附して､それから各所から寄附を弥非したところ､千余金を符､後

孫公図に会所を投立し､上掛 こおもむいて訳珊 十BBを購入した｡また､薪atIについては､架啓虚が

賀任をまかされたが､当時は､印刷機を買う力もなく､また北京には印刷横があるということもさか

なかったので､京樽 (官報)を売る所に託して81釆な-&版で印刷し､旬日発行し､名づけて､r中外

公報Jといった｡

また､その内容は芸32が一題あるだけで別に記群がなく､架啓超が晦日歌碑して致百事の短文を作っ

ていた｡･･････そしてこれは､京鞭の販売人に依頼して､京報と共に北京の訪官僚の家に送った｡予想

外の盛況で 1州 余り経つと確El3千滞内外t)発行するようになった｣⑩とある｡

また､繋沓摺の r戊成政変妃い こは､｢北京で戦学会をはじめて､上大夫で頻る者は数十人あり､10

日ごとに1匝雌まり､汲まれば紬 をLt弘之洞もこれを導しとし､5千金を寄附した｣⑩とある｡

また伺舶 載学会の目的の一つに政治学校設立をかかけている｡⑳

また､ティモシー･IJチャ-ドも次のように云っている｡r広学会の月刊誌が何年もの間､油朝の
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治者階級に配布されても､何の反対もない印を知り､強学会では､彼等の機関紙の名前を広学会の

｢万国公報｣とした｡さらにその内容も主な部分は､広学金の ｢万国公報｣をリプリントしたものであ

り､ただ一つの遵いは､広学会では､上布の活版印刷であり､強学会では､北京官掛 こ用いられている

木版印刷で印刷されたものであった｡強学会はこのようにして､その様凹柾をして外両は政肝官藩の

横槻紙に類似させ､その内容においては広学会によって普及された西欧腿 を紹介していた｣と｡⑳

また､リチ+-ドの指示により､r万国公刺 は名を rlP外剛 Jとかえている｡⑳また､リチャ-

ドは､英公臥 サ一 ･ニコラス･オーコソナーが､群 給 を鮎 bLたと述べているO⑳

以上､史料により､北京戟学会の機能について見て米たが､それらは次のようにまとめられる｡敬

一に､強学各局を設けて､轡衛の印刷をし､上海などから商学軒を胴入して､琉横臥こ駅鵬 を作り､

節二に､器具の寄附や胴入により博物館を作り､第三に､r万国公報J､r中外紀BilJlの新BPIを発行し､

第四に､後孫園あるいは作子捨鉢宴非望､あるいは孫家薪の備えてくれた妃金で3日にl皮､またlO

Elに 1度会合を開き坑説をした｡また､光る省は十数人､あるいは数十人､あるいは首余人に至 1た

とも云われる｡第五に捉調､甘妃D等の役flを決定し､節六にBf有為により､北京戦学会の序文なら

びに蕃程が制定され､節七に､寄附や金光等により避雷白金を確立 したのであった｡このようにして､

強学会を通して変法思想が北京を中心とする官僚層にかなり受容され浸透していったと考えられる｡

しかしこれも保守派の官僚達のそしりにより､段々と維持が困難となり､京朝の販売人による新聞cLJ

代送も断念せざるをえなくなるのであった｡⑳

以上北京載学会の機能について考察したが､以下次項においては､北京強学会の参加者について-考

察して行きたい｡

3､北京強学会参加者

北京敏学会の参加者ならびにその郎 帖 ついては､すでに諮先学の研如 {あり､⑳私も北京戦学会

の参加者､出身地､官位等と､変法期の学会参加者の階層構成についてのおおまかな分析を前葉で行っ

たが､⑳北京戦学会参加者そのものに対する分析は私としてはまだ充分でないのでここで改めて考案

して行きたいと思う｡

まず､拳加者をあげておく｡

学 会 名 参加者捷肋著名 出 身 官 l臥 学会にi対る練

北京強学会 Ghp%放 有 為 広 瀬 工餌主iP 昏音己L1位 苅

父 各 曲 法 文 革 人

文 廷 式 江 西 報林院特設学士

会 せ 軌 河 陶 漸江乱処遇
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捻凝析門行淀 ･内閣申ID

刑部郎中

軸林院輔佐

主群 (屯之桐の子)

竹林院織佳

内閣申8

任

せ

骨

相

段

位

竹林昆編修

拾卒中

拾辞申

立教師

駁撃公使

宣教師

宣叔師

戸部尚3､雅故大臣､轍 ､払耕大学士

吏却尚古､大学上､軒碑

両江Ji骨､大学上

湖広鮒 ､羽前江過せ､大学上

臼川堤甘

政a捉甘

藍3捜せ､北7.i.大臣

可【妓大臣､大学士

考案は北京強学会参加者の人数及び階層構成､役割､派別及びその様折的背吉との噸序でして行く｡

ます､北京強学会参加者の人数及び､階層捕成について見て行くならば､｣ヒ頚髄学会参加者は28名以

上おり､そのうち4人が外国人であり､24人以 ヒが中国人であった｡⑳その内訳を見るならば､外国

人4人のうち3人までは豆教師であり､1人は公腿であった｡又この中に2人の広学会員がいた｡又

中国人参加者の内訳を見ると､氏名の判明している限り､2名を除いては､攻城の官僚であり､その
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内訳は､捉骨 (正 1品相当､以下相当を略す)2名､捻骨 (正2品)2名､市政俳 (従2品) l名､

滋月 (正4品) 1名､相称院持説学士 (従JI品) 1名､雌中 (正5品)2名､拾qFltl(正5品)3名､

御史 (従5品) 1名､主gT(正6品)2名､蝕林院好体 (正7品)7名､内閣中旬 (従7品)2名で

あった｡又援助掛 こついて考案するならば､その人政は､8人であり､官壕の内訳は､戸部尚甘#叩

横大臣灘師博雅協耕大学士､(正 1品) l名､更雄尚抑 大学士諏師仲 (正 1品) 1名､軽骨雑犬学

士 (正 1品)2名､授甘 く従 1品)2名､揺骨漉比津大臣 (正2品) l名､耶故大臣発火学士 (正 )

品) l名であった｡

これから考えられる堺を1､2述べておきたい｡即ち強学会の参加者の中国人の半分以上は主群､

朝排院娼脚 の6品7品の中下級官僚であり､蛾有為､潔腎虚の主要分子もその中にあった｡また大

官の子弟も3名あまり見られる｡なお､援助者は1､2品の中央､地方の大官であった｡

また､史料 こ名前は見えIlいれ この他 こも桝 一人､あるいは百政人の参加者粘 ったと思われる｡⑳

次いで北京戦学会参加者､扶助者の役割について考案していく｡すでに述べたように､北京葡学会

には､リチャ-ドを含め､4人の外国人が李加していたが､架啓超も一時､l)チ十-ドの秘哲をかっ

て出ており､又､当時の戦学会参加者の多くが､リチ十一ドの家をしばしば妨問していた印がそのEl

伝より知られる｡⑳以上の印からも､弘学会の成立､迎宮にあたっては､立教臥 広学金口を中心と

する西洋人が指萌的な役割を果たし又､戟学会を威して､西洋の近代文明を中国に移碓し､中国を近

代化しようとしたことがうかがわれる.この他すでに考案したように､西洋人の経済班肋があった｡

また､この金の発起人は放有為であり､⑳王輩分子は､腿有礼 柴啓用であ,た｡前述したように蝕

有為は､弛学会序､教学会費稜を甘さ､茶番超は､斬ul､有紀を担当している｡その他､排焔も坦粥

として清純している｡なお縄文潤氏は､親戚者として､文廷式をW Tおられる｡⑳

また､北京戦学会は､大官の援助があってはじめて成立し紺たのであり､これを頚づける一つの例

として肺 為は､師僻､翁同肘の手引によってuじめて､光結滞に接近する邸が出来た印があげられ

る｡⑳この他､大官の相中肋言､経済援助があ,た｡

最後に､戦学会宰加背､壌肋者の派gIJ及び被等の控訴的背舟を縄文淵氏の r中国近代史Jに依拠し

て述べて行きたい｡縄文胡氏は､変法各務を右韓の翁同小糸､仮推VT系､臓復系､中間派としての排

史系､審問系､左派としての91買同系に分けてあIlておられる｡⑳このような扱点にたって北京戟学

会の派別を見るならは､指導者擾助者である翁伺Bf､孫家薪や細較Bの文廷式は右派の翁同か系に拭

し､発起人であり主要構成分子の位有為や同じくま･15分子であった架啓組は､rP指】派である雄三牲系に､

捕成Llの 1人である虫世軌は､右派である仮推新系に揖しているといえよう｡

これから見る限り､戦学会は､広学会のティモシー･J)チ十一ド苛の西洋人や変法右派の措辞煙助

を受け､変法右派の 1人を姐轍省とし､中間派を発起人､主要は蚊分子とし､捕成Llには変法右端､

その他がいたことになる｡

これらの派別の捷折的背泉を見ていく｡縄文潤氏は､翁同BF系は虫冊を淡する官at北田であり､簡
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らは変法には22成であり､富国強兵をはかるが､梯有為の民権平等税には反対しているとされている｡

また､蛾茶系は､脚粥的な地主､富国の資本家に転化しようとする要求を代表しており､政治上にあっ

ては保障を必輩としており､一定限度の民主権利を硬符しようとしている｡また彼らは頑固派と革命

派の申JiElの半封鎚的半ft本主薮的な政治団体､中立覚の中心であるとされている｡仮維新系について

は､一秒 D投機官僚であり､本fI的には､鯛 派に属するのだとされている｡⑳

また､その出身地について見るならは 広Bi2名､江西2名､河南 )名､湖北 1名､広酉 l名､tl:

蘇3名､斬江3名､政隷4名､四川】名､湖南 l名が参加者の出身地域であり､10省にわたっており､

直謝､江薪､漸江にかたよりが見られる｡

さらに援助者の出身地助 士､江蘇 1名､安微2名､湖南 1名､政隷2名､山井 1名､漸江1名であ

り､6省にわたっており､直漆が僅かに多く､参加者と抜助者の地域を合計すれば11省となる｡

以上､北京戦学会参加者の人数､階層捕成､役割､派別及びその経済的背茄､地理的分布などを明

らかにしたが､次に､北京強学会の禁止､官省局の成立などについて考察していきたい｡

4､北京強学会から官書局へ

以上述べて来たように､強学会は､El桁戦争敗北後､外国人の中国分割に危機を感じた駅哲人階層

に担われ､変法迎動にも大きな役割を果たし､またその後の藷学会にも先儀的な役割を典たしたと,tL.Fま

われるが､僅か4ケ月あまりで禁止された｡この足掛 こついて､梁啓掛 i､r戊成政変記｣の中で､

｢雄有鞠は､強学会の序を笥いたが､これは亡国以後の惨患な状況を述べており､人心を激励し､之

を統む者の多くは､これがために涙をながし､熱血が震過し､民気が漸く伸びたが､守旧の徒がこれ

をにくみ､御史棚栄8日こより､私かに全党を立てたという理由で鄭勤の上葵が出され-A-位かLIヶ月

繊 したのみで乙未 (光緒21fF･)11月に禁止された｣⑳と述べている｡

また､軸学会の禁止については､rEP究戦記本末いこも､椴崇伊の上熟こより､皇帝は御史が北京敢学会

の櫛 を丑明し封禁するように称 こ旨したが､御史棚 垣は､透明を待たずにすぐ封禁したとある｡⑳

哲学会の敷山こついては反対の勢いも載かったと見え､契啓超の揚鍵伝の中に､｢(鳩諾伊の弾劾に対し

ては)強学会中の志士は他 して､迦耕して之と争った｣⑳と見えている｡また､緊細 は､rlBz学会は封

禁されたが､これ以後鼠如 稚 く開け､巳におさえるべからざる掛 ､に11った｣⑳とも述べている｡

そこで､光緒22坪 1月には､官御局として朽発足することになるのであるが､このことについて

r中頚城紀本来｣では､｢丙甲 (光軸22年)正月に･･･-孫家薪は強学会の利有りて弊なきの説を､密か

に光此･輔,lこのべたが､光紙料 ま､たやすく緋めをun書入れ､官省局の役立を血走し同文蛇の前例にな

らって絶世術門に所旅せしめた｡そこで総顎王大臣を通して､人Ll右派し､管Ef!するように旨を詐う

たが､r孫家薪を派して管理せしめる｡此れ欽なりJの旨を承った｣⑳としている｡これと類似のこ

とは官竹馬矧娼鵬 昭 にも見える｡⑬

また､その内執 こついては､前船津提及び r中国稚学史J⑮には､紳例､公法､紡臥 段私 製弘
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軋井の学および武備､工程の旬を中国語に訳すことが述べられており､この他､新山の翻訳もなされ､

r官省局報.Jと r官省局永和Jが発行され､経班は碕月1千両が支払われたのであった｡

しかし､菜啓超は､r戊成政変記Jの中で､｢これすでに尽く開会の本旨を失い､僅かに12gの外税を

有するのみ｣⑳と云っている｡

その後､官甘局は京師大学里に併合され､それが後に北京大学となったのであるが､このすりこつい

て､梁啓軌 ま｢此の官封局の後を岩削､で､改めて大学校となしたのであり､私と大学校との鵬係を言

及すれば､大学校の前身は戟学会であり､私ももとより大学校と関係のある人物であるとなすべきで

ぁる｣⑬と述べている｡

以上､北京磯学会の禁止と官か局としての再発足､北京大学への併合への経輪などについて言及した｡

おわリに

北京戦学会は光緒21年7月に北京で設立されたが､やがてこれを受けて､9月には上海にも戦学会

の分会が設立され､全国に分会を造ろうとする意図もあった｡しかし､北京敢学会は禁止され､これ

と同じ運命を上海戦学会も同時にたどり､全国に態学会という名前では分会は出来なかった｡しかし､

強学会の志した変法の意図は､後に考案するようにその後の学会に受け継がれたのであった｡

また､北京戦学会が禁止されて設立された官甘局は､朽朝が提唱した斬学の始めではあったが､す

でに考拝したようにその内容は､ただ外国の文令の翻訳にのみ心が'mかれたのであって､変法迎動を

胡棲的に推逃して行くまでには至らなかった｡

瓜後に､北京葡学会とその後の学会運動､変法運動の関係について一言して故く｡北京故学会は､

上海強学会をはじめとするその後の学会遊動の先駆をなすものであり､その意図は､西欧の近代文明

を帝人することにより､柄朝体制内の変革をめざす変法超勤にあり､その性格も､その後のtJf学会q)

性格である､政治的､啓鷲的､学問的性格のすべてを包含し､また繊維においても､役員の任命､図

研の印刷､図番妃､新聞社､博物館､学校の改正､輩程の制定､袋会所の設定､発会､謙'&､演説､

寄附金班による学会の運営などは､その後の学会の原型となったと思われる｡

また､戦学会の粗描省､主賓分子は挺鍵な変法右派と中間派によって占められていたが､後には､

これが拡大して急進的な変法左派もその後の学会には含まれ､地理的にも北京から全国各省にまで拡

大し､年代的にもrP匡lの分割の危機が高まるにつれ､学会運動も盛んとなり､変法遊動鼓吹に大きな

役割を果たし変法実施にいたったと考えられる｡

以上北京我学会の､改正､枝frE､参加者､官背局を経ての北京大学への併合､その後の学会運動､

変法遊動との槻係について考察した｡

第二項 上梅強学会

はじめに

変法測 れ おける学会の役割①ならびに北京馳学会②の役割については､すでに述べたので､北京
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戦学会の分会としての上海強学会について述べて行く｡

まず上海戟学会がどのように設定されたかを述べ､ついでその様能､参加者の階層構成､上海強学

会の禁止､また上海聾学会は群止後､ r時務報い こ改変されるが､そのことについて､最後に上海畿

学会の恵故と北京態学会との比較を述べて行きたい｡

上海私学金については､すでに括先学にJ:って述べられており､③私も冊坤に触れたことがあるが､

④ 本項においては変法遜掛 こおける学会役立迎動の一環として､上欄 学会を位故づけて行きたい

と考える｡

まず､変態運動における学会なかんずく戦学会の役既の意図と忠盛を考えておく｡砧巨有為等の変法

超勤は､大まかにいえば上甘運動からはじまり､ついでそれに学会迎動が加わり､さらに､変法実施

へと発展するが､その中で学会の役割は頚要11位正を占めている｡

学会の中で中心的な役割を典たしたのは､北京戦学会とその分会としての上海戦学会であるが､こ

の両学会はいわゆる学会の先野をなすものであり､その亜図は､変法恩熱の鼓吹にあった｡⑤

北京強学会についてはすでに述べたので､いま､上海強学会の設正の意軌 こついて述べていく｡

弘之洞 (実掛 ま頗有為が代作)の書いた上海戦学会序に､

｢･-･･この頃､士大夫が北京に強学会を創立し､中国自我の学を沸じており､風雨雑哲し､朝士

がならび雅まっているが､なおまだよく海内に布桁していないと思われる｡そこで-･･･淡の汝柄､

店の嫌邦､架の洛隅のように､四徹している士大夫を並め､上海をして､天下の図番､器物を拙
め､天下の学者､学士の相ともに研究する所としたい｡西欧の富強の原因を考えて見るのに､借

学会､研究の力によるのである｡文を以って友を会し､友を以って亡を輔けるといわれている--｣⑨

とあり､士大夫､図笹､器物を上海に粟め学会を創立し､学問を究めようとしている梯子が知ら

れる｡

また蛾有為の上海強学会後序にも同様の配布が見える｡

｢吾が中国の矧 i欧州を合わせる程であり､民衆も之に倍しているので大国と云うべきであろ

う｡しかし日本に捌かれたのは､敬って群せず､愚かで学ばなかったjBちによるものである｡今

中国自らを保とうと思い､学問をしている者を一群とすることを考えている｡

かつて北京にあって､すでに諮君子と学会を捌き､中国自我の学を究めようとして朝士で頻る

軌 土､百人以上になったが､まだ天下の才を合わせるには足りなかった｡派内の学 者が.･･･-北京

の会を推し広げることを欲した｡･-･･上繭が南北の陛河を捨ペているように､そこを士大夫のガミ

まる所となし､LP外の図秒､器物を-!Bめ､栴北の学者､志士をiC･め､その間を研究し､それによっ

て各省に推し行わしめる｣⑦

とあり､北京の態学会を上掛 こ瓜 タ､士大夫を兆め､図官､器物を淡めこの学会を各省に拡大する

ことが知られる｡

ついで上海戦学会の投掛 こついては､朝粥13の r約束記gf本末Jに
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｢すflわち退いて聾学会を北京に経てた｡ついで上軌 こも分会を掛 ナた-･･.｣⑧

とあり､上海替学会は､]臼京襲学会の分会として上海に設立されたことが知られる｡また役立場所

は､Jl有屯の白井年功に宅間のそばに放物を耳倍して掛 れたとある●⑨

さらに､その設立年代については､戊成改ま妃に､

r･･･.･･9fl(光緒21年)康有為は､北京を出て､鮪京にJlんだ｡虫之渦に説いて､態学会分会

を上海に扱けることを謀った｣⑳

とあり､光描21年9月に上海糞学会が役立されたことが知られる｡

以上､変法自我のために北京から菟展して､上海に士大夫を邦め､同音､署物を集めて､J895年9

月上海蓉学会を作りそれによって学会を各省に拡大し人材を澱め中国を独立自主の韓にしようとして

いたことが伺われる｡

次にこのようfL亜瓦のものに封立された上海葡学会の横位について明らかにして行きたい｡

2､上海生学会の*Jt

上海群 芦金の心髄については､上海韓学会兼任①に柄しいので､いま､同寺掛 こ沿,て述べて行き

たい｡

まず帝位の作省であるが､故有鞄の白描年軌 こJ:れば､幼仲敦､安州芥､頗有為などによりはされ

て作成されたことが知られる｡⑫

この帝松はまず2集の前投とそれにもとすいて4灸の釆際に行うべきこと､さらには､20灸にわた

るその節細兼良がある｡

いま､荊蛭の那 1灸には､｢1､本金は､も,ばら中国の自強のためにたてられたものであり､中

Eqの琴さの原田は､学がyH:られていないのと､ikがまだ仕められていないからであり､改姓があが

らないのである｡今､粥Eg襲盛弱亡の援由に生がみて､中国El強の学を求めようとするものでもt.｡

棒金を上ieに立てJtBにつがせ､次第に各省に及ぼす｣⑳とあり､TtJ国自弘のために上糊 学会が設

正され各省に拡大しようとしていることが知られる｡

節2灸には､｢2､今､学校は布廃して士に研 がない｡･･････又士も肯､放る処となり声気はjIせ

ず､Z一軌 ま自ら*く､･･-･･会友､♯亡の志を失.･'ている｡乱米では一息筋の学術が計せられるごとに

必すーっの学会があり･-･.士は甘茶を有しており､E]々 人材を育成し､国はその用に町し､その軌ま

EIに盛んと/Lっている｡今この金を設けるのは､天下の回甘器物を頚め､--･おおむね､古の学校の

及別､各家の1削りの法にAlL,､見糊を広め､且気を開き､上は先聖孔子の教えを広め､下は､国禁も

用の人脈 甘成しようけ るものであaJ㊥と見えており､上海替学会設立の目的外 同書有功の8(

先と人材のTf成にあったことが知られる｡

次に上海蓉学会の大きな故能として､次の･l灸があC1ら九でいる｡

= 図3を訳し印判すること｡
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(2) 新聞を発行し流布させること｡

(3) 大国びATを開くこと｡

(4)博物蛇を開くこと｡

これに対して梁啓軌 ま､r戊成政変記｣の中で次のように述べている｡すなわち

｢-覗 (之洞)は大いに尊び､上海強学会は遂に成立した｡この会の行った王IT非は次の5つ

である｡lに非酉文甘柿を訳すこと､2に新しい新utlを発行紙布させること､3に大図り蛇を

開くこと､4に博物依器院を設けること､5に政治学校を馳立することである｡我が国で協会

や学社を有したのは､これよりはじまる｣⑬

とあり､発軽の4灸にさらに政治学校をつけ加えている｡

今､これらの各条について見て行く｡

第 1灸については､茸程におおよそ､

｢区Ⅰ四を訳し印刷する｡･･-･互いに訳者は士を通じて広く学を問うている｡かつて､西学の

法を求めたが､駅軒をもって苅 1鶴となした｡けだし､中国人に西文を糾ずるのは､酒宴の上

での言塾を通ずるのに過ぎない状態であり､ただ能く､手紙現を訳すだけで､慈法とか､国の

法秤を読むことのできる者はすくない｡各学の噂門の執 こ至っては､具さにその理を深くうか

がおうとしてもその軍装にそくしてそれぞれ専門があって如く相過ずることはできない｡

-､二の叫門の人がいても天下の学者を発排させることはできないのでその益は､甚だすくな

いのである｡今天下の士人をして哲西学に通じさせようとするならば､中国語の掛 こ訳するに

まさるものはない｡中国百万の学者に伴益し､人人が能く理解できれば､人材がおのずから衆

くなり､国家の用に拾することができるようになる｡--･.今この金は先ず､訳廿の仕IJTをし､

はじめに各国の新聞を訳し､もって中国の新聞の役に立て､次に輩程､粂教､印例､集約､公

法･･････等の廿を訳し､そのあとで地図や各棚の学術むを馳時制コ押l行して新urlに戦せたりし･････

研究に役立たせ､見淵を広めるのに用い､また外国語学校を設け､呼らこのILftこ任ずる｣⑬と

あり､中国人に西学の掛 こ戎じさせるためには西学宅Iを中国語に翻訳し､各国の新uil､窓法､

法印､集約､国際法等の本を出版し､研究に役立て見BEを広めるのに用いたらよいと述べ､又

中門の外国語学校を設立することを訴えている｡

節2灸には､

｢新uBを刊行し､流布させる｡陳文恭公は､士にすすめて､官報をみて時Tll問題を知るよう

にし､林nlJ徐は､称 こ襖門月報を訳し､新朋を見て敵rJfiをさぐった｡･･-や の新I掛ま､,専ら叶

国の時戦を紀鐸し､淘外の新uilの翻訳をのせている.凡そ学術や政治に関係があって必輩なも

のは､ことごと載せ､金中の時掛 こ阻する意見も載せる｡官報の全部､各処､各棚の巾国文の

新Mや各処の新札 各人の議論並びに首線を保存して学狩を広め､各局が互いに新u"を寄せる｣①

とあり､新聞を発行し､世界や中国のfIワ勢､学問､政治､暗視1LLJ掴なども載せ､人々を啓配しよう
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としていることが知られる｡

第3灸には､

｢大田切館を附く｡乾隆帝の時､勤しで又匪関を般州に祉て､文宗間を耕tlにiBて､土子に

ゆるして､読ませることを例としたが､控が乱れ徹失し､過っている切物も多くは無く､この

金では､広く天下にulわることをはかり､広く図秒をあつめている｡近年西牧や西学は､日に

新であって巳むことがない｡-･･.ヨーロッパの大都会には､必ず大図沓蛇があり､中国の図櫛

も多く所蔵されている｡今､中国の四樺の図廿も合わせ､官報の一部も肘入し､まず経世有用

のものを捜す｡西人の政教及び各朝の学術図1別ま､債捜し肌入し､研究を広くし､研究に補え.

各省の捌 苛の甘物lま､皆局に保存して代わりに売らせる｣⑩

とあり､申軌 こも乾性帝の時に図恐虎がiBてられ､ヨーロ･Jパの大鹿市にも大船 蛇がある所から､

EP国甘や欧米の政教及び各種の学簡回戦をA一入して研究に備えようとしていることが知られる｡

那4灸には､

持物錠を幽く｡文字はその幾を明らかにする｡明らかにすることのできない者は､図講で11

け九は顕れない｡図譜は､その件を明らかにする｡明らかにできflいものは､器物でなければ､

顕れない｡･･･-人体というものは訣んで平間しても､鎖灸の穴や身仲を考えても知ることはで

きない｡外国には､人件標本があり､ちょっと見ればたちどころに明らかである｡俳耗年間lこ

暦fifを欽定し､IB法を採用し､両性⊂ (フ ェルビースト)が並った岱器を天文台に疋いた｡- ･r･ ･

西国の細物蛇では､地球上の天生の物､人造の器をすべてそのrPに放列している｡･.････今この

博物館を創設し､凡そ古今､中外の兵良工商の各湖の新器､新式の鋲JE､朝雄､水田､火器や

各層の屯気学､化学､光学､茄力学､天文学､地学､物学､底学の諮固器や各種の鉱Tや動は

物臥 肯購入して揃え､博庶艶収してもって智を益し､思いを攻めることの一助としたい｣⑳

とあり､沓物では理片できない実物､すなわちLtl界中のあわゆる学問に関係する番物を雅め､人々

の智識を高めるのに役立てようとしていることが知られる｡

以上が主flJl灸であるが､これらを究施して行くために､詳細なrHrl相について､つぎに20灸にわたっ

て背かれている｡今そa)主な点をあげる｡

那 1灸に ｢金巾におり､弟しいことをしようとする時は助力してくれないことはない｡井肋金を寄

せることの多少を視て次節に会を盛んにさせるには､次の致印をしなければなら11い｡すなわち草屋

を立てて人材を-f!てること､鞘堂を創り孔教を教えること､旅行団を派泊して､tLLl界の堺怖､砿准､

風俗を調悉させ､養毛院を掛 ナて乞食を収容させること､工芸を救え､どこが､寄附が多いかを見､

その他にあって盛んにし､海内の志士の力を合わせることを望む｣⑳とあり､会を盛んにさせる方滝

を考えている｡

第2灸では､入会者は姓名､臥 里酌 どを学会に知らせ､寄附を伽 ることが述べられている｡(I?
郡3灸では､入金軌 士､名位学茶は'iBじないが､研究する志のある者を求めていることが知られるU
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さらに徳秦は招勧めめ､過失は相いましめ､.AB策は相たすけ､藍EEl特約の銀を推め､自らその数え

を保つことを求めている｡⑳

第4灸では､海内の学者が声気相感じ､増大することを期し､そのことが入会の大益であるとし､

すでにおたがいの隔てを除き､海内の才士が逮捺して研究し､自卸 瑠 礎となるよう軒,ている｡⑳

第5灸でては､

r入金の括君は､もともと学問を研究している｡････-今IIT)類を分別するのに皆孔子の経学を

本と為している｡中国史等､歴代制dE､各樺の考払､各用の詞帯､各省の軟俗事l折､万国史学､

万国公法､万国EP例､万国政故の理法､古今万国の言語や文字､天文､地哩､化学､盟力学､

光学､音声学､物理､性理､生理､地質等の学､医学､英字､金石竿､動機物学､政治指導､

測度､魯迅､拾商､文字略字､氏朝､牧畜,簡横､披寄､割逝､宮tB､垢Nl､鉄路､可扮､昭

潜心造､砿学､陸海軍学より､-妓一芸に及んで皆､人にも聴き自らも認めているE.大?>の人

と研究してもし新しく杓た学問や理論があるなら本金に知らせ､枚帆把に戦せる｡将来は等竜

を役立するに当たってもそれぞれの柳 1の教師や人才がElら痕んになる｣⑳

と述べており､各学問の発展､学豊の設立､人才の放出が考えられていることが知られる｡

耶6灸では､学会flのTriZJの仕方などについて述べており､会Llは規定に従って自由に平間し､ま

た学識の疎い削 ,ら解答や批評を受けることができるとしている｡⑳

罪7灸は､沓盟のn歓と金Elの堺が述べられており､入会者は皆すべからく桐肋しなければならす.

bJJn0両以下になってほならないと定めている｡⑳

郡8灸は19宝の泊肋のことが述べられている｡⑳

苅9灸は､網肋者に対する処遇について触れている｡⑳

第1膝 はJfJ肋を行う弼 手校さなどが述べられている｡⑳

第11射 土､役Llのgtが述べられている｡すlJ.'わち､｢この会を金井するに当たっては､海内の笥頓､

名士にこれを任せる｡学会には､閑井した人連のrPから4人むを公革して､投網とする｡2人は坐井､

2人Ii金井け る｡又棚 ､公別 巻8人を公革して洞 化 する｡4̂ fi幽 f､4人は公井t-fる｣⑳

とあり､その後の役月の運び方などについても触れている｡

軌 2条は､入会者の心得であり､金員は品行方正蛸 でなければ/1らflいとしている｡⑳

第13灸は､学会中で博雅､適才の人は主に訳哲や新BJI発行の耶柄をあつかって甘うことが述べられ

ている｡⑳

苅L蟻 は､会の運臥 経常の辞が述べられている｡⑳

gf15Ali､金中の会計の呼が述べられている｡⑳

苅16灸では役n叩従者の拾科料のITFが述べられており､役flには､金が盛んになってからはじめて

給料のgIを托し､棚 呼従者については､あらかじめ､捨科を支払うことにしていることが知られる｡⑳

那l鳩 は砂物の翻訳､刑 肋 刊行が述べられている｡⑳
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郡18集では､甘局のl群集を始めたが､金の俊釣を訴えている｡叔初家屋を賃倍しているが､将来iB

物を作ることが述べられている｡⑳

郡19条は､巧局内の糊 の報告について蜘 lている｡日々の/J鳩 とI年の大抵が述べられている｡⑳
苅20灸は_取控のgfについて触れているが､瓜初竹明11帯投を作り､それを改訂して､詳JZlな苛控を

作り､随時娘ま,てより良い章控に作り上Llて行くことが述べられている｡⑳

以上が20集にわたる､詳瀬11章程であるが､これによって上海葡学会の大伴のiI能を知ることがで

きる｡

なお､銀点来年軌 こは､｢屯之清かまではじめに千五管内を寄附し､平井を始める升用とした｡上

海の別 IL3はまた艶肋者であった｣⑳とある｡しれ 脚 の自拍年封に上れば､その後頭之渦は蛾

有為の学がラディカルなのを知って例 で反対して乗たが蛾有あは｢会の仕gFが大いに行われている

のでもう中止は出来ない｣⑳と云っている｡

その他､… としては日刊の r#学制 が発行され九料であった｡⑳また､博物蛇を開くに当たっ

て､当時実転に題材を牧人 した梯子が餅有為の白月年軌 こ次のように見える｡

｢時に金陵に繊仁山という者がいて､仏字を研する並士であった｡かつてロンドンに並び､仏器を

はなはだ多くもっていたので､私は､教学念のためにこれを購入した｡凡そ三千余金であった｡その

rrlに天文加 地の大きなものがあり､よく火鼠の山瀬を頓うことができた｣⑳とあり､椴仁山という

-省から､3千余金を以って天体望溢血などの依器を鵬入していることが知られる｡

以下､次に､上術戦学会参加者の階層捕蚊について触れて行きたい｡

3.上井襲学会卓加着の仔Jf研成

まず､上海歯学金参加者について表示しておく｡

氏 名 出 身 官■ (又はそれに代るfF格等

LL rrZ> 広 東 Iヰ王qr

繋 中 也 広 兼 事 人

itjB 暮 # 江 較Tr官 (it)

態 h 井 広 史 や擁印 tl

A や R 斬 江 兵*L寺JS(元)

Lr 拙 3t 新 出二 や榔 dF

舛 招 苅 ♯ 江 特棚 dE
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守

典
尊

立

位

蜜
同

約

摘

採

白

鈎

洞

麟

淑

珠

咋

釣

銭

檀

軌

仁

光

三

寄

食
孝
化

似

宝

庶

之

柄

陵

沢

代

沿

革

世

店

舶

鎖

鎌

等

比
左

用
布

蝕

紫

志

屯

奇

跡

琳

絶

妙

沈

蛋

虫

北

徴

収

西

西

娘

南

旭

川

越

州

洲

封

江

西

南

西

南

江

識
南

湖

安

江

江

広

枢

軸

相

四

村

政

溝

直

新

江

江

広

湖

新

政
河

8D 史

梅林院扱 対

韓林院俺 様

史郎主qI(陳宝筏の子)

候補知肘

候抽必 (沈僅蝦の子)

候補逝 く左京箕の子)

史郎主群

刑部主群

内剛学士

逝 月

翰林院拍佳

湖鉱蛤僧､大学士

抜平生
郎 仲

通改使 (元)

知 爪

挨通知殿

部 飾

軸林院編撞

漸江温 処 遇

それによれば､参加者で氏名の判明する者が25名以上あり､⑳さらに耶史紀群本末によれば､封成

者が3名あったことが知られる｡
㊨

さて､参加者､21成者28名の内容を見ると､総督､大学士 1名 (正 1品)､部侍郎 l名 (正 2品)､

内閣学士 1名 (従2品)､通政使 1名 (従3品)､領中宮1名 (正4品)､逝員4名 (正4品)､部郎2

名 (正5品)､知府 1名 (正4品)､御史 l名 (従5品)､部主qI4名 (正6品)､知舶2名 (正6品)､

簡林院倦按 l名 (従6品)､鞠林院鰐倦5名 (正7品)､鞠林院検討 1名 (従7品)､避士 l名 (従 7

品)､兼入流 1名であり､半数が6品以下であり､上海強学会は､申下級の官般屈によって主に担わ

れたといってよいだろう｡

っいで､参加省の変法迎動中における派別を見て行く｡沌文潤の説に依握して分類すれば､⑬張之

桐や去担軌は日和見主義者であり､頑固派と本町を同じくする､変法右派の仮維新系に屈し､故有為

は､変法中間派の政梁系に尿し､茸柄l削ま､評嗣同と同じ変態左派に入れることができるだろう｡ま

た王統氏は､張之洞系13人､翁同飾系 l人､頗有ゐ系3人､不詳3人と見ておられ､措辞的なのは綾

有為系であるとしている｡
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これから見る限り､上海戦学会は､変法右裾と中間派､さらにu左派とによって､絹成されており､

右派が半数以上を占めていたが､中間派の摘執 こよって金が維持されていたと考えられる｡

また､参加者22成苛の出身地軌 ま､淋江6名､広5Lf3名､江酋3名､福AiB3名､広酉2名､湖南2

名､政隷2名､湖北 L名､安牧 l名､江載 l名､四川l名､ft州 1名､貸北 l名､河南 l名であり､

14省にわたっており､献江､広瀬､江西､福祉にかたよりがあることが知られる｡以上､参加者の階

層構成について考案したが､次には､上編強学会の群止と時我執 こついて述べて行きたい｡

4､上海強学会の禁止と時務稚

r戊戊政変配Jによれば ｢御史梯崇伊は､上賓して (北京､上海､両強学会)が私かに全党を立て

たと勤し､類例を犯していることは明らかであり､良帝の論旨を研うけ､検査して封耕したいと述べ

た｡--･･上海葡学会Ii､僅かに1カ月余りで光帖21年 (185昨 )11月に遂に禁止された｣◎

と述べられており､繊崇伊の帝劾によって上海戦学会は僅かに1月余りで禁止されたことが知られ

る｡

上編載学会の禁止については､幼遭.8年軌 こ､ ｢先生､学会の停止と解散をtbられ､fliぴこれを振

い立たそうとして新聞社として始められた｣⑳とあり､舶 憩のtdりと上海敏学会を刑 l杜 (時獅

舵)として復活させたことが知られる｡この間のIP愉 こついて､だ啓曲の r三十日述Jでは､

｢北京に戦学会が胴かれると､上布にも又つづいて独立された｡北預の戦学会が黙止されると

上海戟学会も腐止された｡供遵窓は､その街活を識し､一新脚社を開いた｡手紙をも.'て私を招

き､私は3月に北京を去って上掛 こやって来た｡始めて班遡.gと交り､7月には時頼報がBa始さ

れた｡私は､記者の役にlJI任され､ジ十-ナ')ストとしての生脚 ここに始まった｣⑳

とあり､上海戦学会禁止の抵果､萌遵法や空啓Bなどにより､上掛こ特苛報が光軸22年7月に脱唆

されたことが知られる｡⑳

以上､上海襲学会の恭止と r時務判 について述べたが､次に､北京､上海両学会の釆同を明らか

にしていきたい｡

5､北京強学会と上海強学会との長岡

ここではは､北京､上布両学会の性格について考案し､学会中における両学会の役割を明らかにし

て行きたい｡北京;雑学金が設立されたのは､光帖21年7月であり､さらにその9月には上縮敬学会が

分会として設立されたのである｡

すなわち､光揃21年には､甲年中El戦争 (El前戦争)が敗北に終り､中国は分割､妊亡の危機にさ

らされることになったが､ 1項で述べたように蛾有為は､4回にわたる個人の上智や公雄上せを基礎

にしてさらに北京､上海両態学会を設立したのであった｡

すなわち戊成変法以前の変法運動が､これまでの網島的11上靭だけの段階から一段と発展したと考
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えられる｡学会運動は､北京､上海両戦学会を叔初として､その致､規模において拡大し､更に学会

運動から一段と進んで報刊､学望設立連動､変法東施にまで至るのである｡

つぎに地域的な問題について考案するるが､我学会がまず北京に設立されたということも北京敬学

会の性格に大きな影書を与えているものと思われる｡

すなわち北京に設立されたことにより､北京葡学会は､その参加者の大部分を中央官庁の申下政の

官汝から吸収することができたのである｡いなむしろ､北京の官雌を目あてとして､北京強学会が.設

立されたといった方が適当であろう｡かくして北京敬学会を支える階尺別i､この⊂P下奴の官僚層であ

り､おもに変法右派､*riil派を中心としていた｡ここで注Elされるのは､坪概大臣､大学士等の大官

投の行動であり､北京戟学会の役立に当たっては捷肋を与えたが､駐接みずからその一員として参加

することがなかったのである｡さらに同学会が禁止される頃には､#反して行くのである｡

さらに上海強学会に至っても､その参加者の大部分が中下政の官atであったことが知られ､上海感

学会の連動もまた北京葡学会と同じよう11中下叔官軌掛こよって担われたのであった｡弓馬之洞などの

上叔官恥 ますでに見たように最初封成したが､すぐ反対の立掛 こ立っている｡

同学会が上海に役立された理由については､上掛 こは西欧のヱ教師を中心とする広学会があり､ま

た西洋人の租界があり､西学が盛んであったからであると考えられる｡このことを可能にした背紫と

しては､北京戦学会において､すでに多くの中下宿官蚊が参加して､一定の分力を持っていたという

ことが考えられる｡

以上の群と閥適して転段氏は ｢記戟学会｣の中で蛾布鞄が上海と的係するようになった時のことろ,

次のように述べている｡

すなわち

｢その時､(坪有為がはじめて北京に並んだ時)酉学が始めて中E削こ入ったbt､国学者は､或い

はそれをI即 ,たださなかったかも知れないし､蛾有為も田舎に住んでいたのでこのことはいまま

でにまだ抑いたことはflかった｡鰍 ま､途時､有権､上海を惑って､西洋人の楢民地政治の完全

なのを見､稚民地でさえこのようであるならは､*軌 iさらに進んでいるかも知れない｡そし

てどうしてこのようになったかという理由に思いを致すようになった｡きっと逝徳､学問があっ

てそれを槻木としているのだろう｡だからtl絹封逝局本とキリスト教金の訳出している各櫛の

本を尽く読んだ｣㊦

と見えており､当時の寄港､上海などがいかに-B欧風であり､上編戟学会設立の地としてふさわし

かったかが伺われよう｡

つ軌こ両学会の宰加省､封成省､援助者の出身地軌 こついて考案して行く｡まず北京強学会関係の

出身地掛 土､広頚､江酉､広酉､江蘇､淋江､改心､四川､安徴､湖南の9省と英国､米国である｡

ついで上海戦学会は､北京戦学会の9省に加えること､5省であり､その内答は､湖｣L 触 ､放州､

刺 ヒ､河南である｡すなわちこれから知られることは､北京強学会から上海戦学会にかけて､他だlq･J
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に発展していることである｡

さらに上海強学会費掛 こよれば､北京に掛 ナて上鰍 こ総会を言だき､中国各省に及ぼすという大きな

ものであったことが知られる｡すなわち､たとえ､磯学会がn7Jt制によって禁止されたとしても､卯一

発 ｢変法期の学会｣で考繋したように､いわゆる学会がq咽 10省に拡大し､その出身地域も】8省に発

展されていったことを思い合わせる時､戟学会の意図が遂行されていったといえよう｡このことは､

保国会帝俊の前文に､戦学会がそしられてやめたが､保国会として開生した旨が述べられていること

からも明らかである｡⑳

つぎに､戦学会の括横経について考蕉してとくなら､北京範学会の意図したものは､郡一に牽程を

明らかにし､耶二に役員を決定し､第三に図び蛇を祉てること､第四に r中外矧札1の発行や図碑を

印刷すること､節玉に持物館を蝕てること､第六に学校を設立すること､第七､節八に会合を持ち､

それぞれ西学､中学を研究することであり､軌 に経済悩 世を確立することであった｡⑳

上満載学会においても前述のように､図番妃､縛物館､r牡学報｣､図切の翻訳､印刷が明らかにさ

れており､会合もでき､酉学､東学を学んだ｡これは北京載学会よりも発展し､櫛l茄貯水をIi肌､たり､

批判を受けたりすることもでき､また役Dも決定され､牽程もさらに整備され､斑金面についても北

京載学会がただ寄附に多くの期待を寄せていたのに対して上海戦学会は､金光のことに触れ､さらに

役員に対する給料にも言及している｡また上縮敏学会においては学校の組蛾が章程の中に云われてい

るのである｡

以上述べて来た所から､｢変法期の学会｣で考察したいわゆる学会の機能である､頚樫､役El､図

秒､新BE､塩貝､学堂､酉学､中学､経済的基礎の確立の9項Elを北京強学会の発展形態である上編

観学会は全部含有 しており､機能的に云っても､北京､上海戦学会は､いわゆる学会の中心的存在で

あった邸が知られる｡

La後に､両学会の性格を塑約する｡即ち､第一は学問的であるということ､第二は､図研舷､持物

蛇､新聞の発行を通して､官般層を啓貸しようとしたこと､第三は､変法を志しており､政治的であっ

たということである｡そして両強学会を､運営したのは､中下触官位厄であった｡

おわリに､

以上､学会迎動の先堀形態である北京態学会の分会としての上海範学会について考案して来た｡上

編戦学会は､北京強学会と同様､中国の分割の危機をはねのけ､変法自敬を志し､独立苗範の中国を

意図したものであった.その際､領空祝されるのが､志士を韻めること､人材の養成､IX物の収iRで

あり､そのために西欧､日本の図やfを翻訳､印刷すること､r戟学報Jを発行し､流布すること､大

園田相を開くこと､博物蛇を開くことに頚点が注がれたのはすでに見て来た遜りである｡

上海戟学会は､前述の通り､北京戦学会と同様､酉太后を中心とする保守派に聯圧されたが､今後

の保国会の項で見るように､その後の多くの学会が生まれ､保国会は名前こそ湛え､戦学会の門生で

-192-



あったことが知られる｡⑳

上海畿学会が保守料 こよって帝圧された後､時務報蛇と名前を変え再生した｡この r時耕報Jlは､

研兼にあって､中国人の手になる斬tLqとして､大きな役割を果たすのであるが､そのことについては､

第三車の許二師で述べる｡

珊三項 r故 学 報j

はじめに

本堺では､変法遊動における桃 の役割の一例として､上繊 学会①の楓矧誌 円畔 判 を取り上

げた｡

r強学報Jがあることは､従来より知られていたが､El本では見ることができなかった｡串いなこ

とに､叔近､中国近代期刊発刊が出版され､その一冊として r葡学稚Jも刊行されているので寄掛 こ

見ることができるようになったので､取り上げた次郡である｡

さて､本項では､r強学報Jの発行の住持､その拙轍､内容､参加称 こついて述べ､その忠鶴につ

いても触れて行く｡

なお､今回出版の r強学報Jの底本については､ 1号は､盲籍の包み軌 こなっていたものを､中国

近代糊刊*刊の拓銀EflrHJEii延稚氏が発見したものであり､2号は､著名な歴史学者耶剛氏の旧蔵のも

のである｡②

1､r強学籍Jの発行

r葡学楓Jは､19世紀兼の変法運動期の上海戦学会の横鵬誌として､発行され､現在､1896年 1月1

2日 (光拙21年11月28Eり の第 1号と1896年 1月17EI(光措21年12月初3El)の第2号の2号分が妓

されている｡もっとも､3号まで発行されたようであるが､配布所に弾劾の上窄により､焦ってはい

flい｡③

さて r戦学報Jの影印説明によれば､店有為等は､｢1896年10月7日 (旧8月ZgEl)北京を出て､

天坪より南京に至り､窃理雨江嬢℡張之司郎こ説いて､上海強学会を成立させ費樫を定め､｢坤らrP国

日加 )ために立てた｣と税明した｡④

その上､｢｢横IXl誌を刊行配祁する｣ことは､上船敏学会の瓜gi姿のLlつの機能の一つである｣こと

が知られる｡⑤

また､｢故有為は､急いで横側誌を作りたいと欲していたが､母細の好のため広架に帰らなければ

ならなくなり､掛 こ76報で､門人の徐動と何鵬 を呼んで rgi学制 を作らせた｣という｡⑥

r敬学制 の発行は､変法派の機関誌の発行で､巾国人の手にfLるものとしては､瓜初のものであっ

た｡その点でもその後の彰書が大きいと考えられる｡
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もっとも､北京範学会の横閑話r中外紀mJがあるが､これは､広学会の r万国公領Jの転載

であ,たといわれている｡⑦

また､r態学制 の発行場所は､そのl･2号のTl廟の右の欄の説明によれば､｢上編教学町

局は､息鴨場西首王家沙第 1号に任す｣とある｡⑧

2､替学報の姐社

戟学報の租将を考案するに当って､まず､上相戦学会費程の ｢flJ棚 ｣を検討し､ついで､

r強学報Jの ｢本局告白｣を取り上げ､最後に､r戦学報Jの彩印改明と溌志鈎氏の説を見て行き

たい｡

上海強学会奪軽の ｢刊棚 ｣には､

--今の新PBは､専ら中国の時務を記良し､海外の新RElの葡訳をのせている､凡そ学

術や政治に関係があって必要なものは､大小ことごとく載せ､会rPの堺掛 こ関する夢見

も載せる｡官報の全部､各処､各部の中国文の新分野各処の新帝､各人の隷論並びに官博

を保存して学識を広め､各局が互いに斬脚を寄せる｡⑨

と見えており､斬脚を発行し､世界や中国の伯動､学問､政治､時研間滋や上前敏学会の金

員の意見も載せようとしていたことが知られる｡

ついで､r戟学報｣の ｢本局告白｣によれは､

申し上げる｡本局は現に閑別の始めに当って､坤ら､勧学を発明するのを主としてい

る｡各処に派送するが､分けて朝出を取らないで､lヶ月後に和班を収める｡閲読を希望

する者は､上海王家抄の節1号に寄留をくれれば､時耶ニュースを得ることができる.

紙巾が限定されているので､多くを載せることはできないが､将来を待って､陸読､記録

し､敢えて喝さILい｡高時 よ､諒とせよ｡⑳

とあり､この r葡学報J発行の意図が､戦学を主としており､ 1ケ月転に和光を故CEL､時

邸間組､ニュースを適絞して掲載しようとしていることが知られる｡

また､r強学報Jの ｢影印説明｣によれば､｢脚 は､徐勤と何樹掛 哩持したものである｣

と述べられている｡①

これに上れば､圭持人としては､徐動と何樹齢が当っていることが知られる｡

さらに､虫志鈎氏は､この他に､蝦臥 級 轍 陣 あげておられる｡⑳

3､榊 の内容

すでに述べたように､r強学報.Jで賀存しているものは､11号､2号であるが､その内容について

見て行く｡
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すなわち那1号には､｢-&局告白｣⑳｢上削 ⑩rĥ乳 ⑬｢学会文件｣⑳があり､全部で8葵であ

る｡

その中で ｢始乳 には､｢開設抑 懐｣､① r孔子紀年乱 ､⑳ ｢旨金印碍子郵学之*J⑳の三日が載

せられている｡

今､その内容を7梅見すれば､｢開設朝刊謙｣では､民智を開き､変杜を実施するために報刊を開設

したことが知られるが､後ですこし栢しく述べる｡

ついで､｢孔子紀年税｣では､孔子等の盲に托して今の制圧を改めて行こうとしていたことが何わ

れる｡

｢違金印巧子キ学之畿｣では､宰西の富聾が上の者の発tBと下の苛の切理によっていることが知ら

れる｡

｢学会文件｣では ｢京師懲学会序｣､｢上海教学金序｣､｢上海強学会帝提｣､｢上海戟学会後序｣があ

る机 すでに､述べたので､ここでは省略する｡⑳

訴2号では､｢本局告白｣､⑳｢牧師 以苛孔子削 ､⑳rm 当匁体源乱 ､⑳｢韓回繋諮何以朋軌 ､⑳

｢欲正人心先催法皮軌 ､⑳｢盲帥 剛 域於老氏提氏之学｣⑳の論顎カ嘲 せられており､号兼に L号の

｢正則 ㊨が駁せられている｡

｢敬啓弔以噂孔子讃｣では､孔子の名をかりて､民智を捌毒､変法を弊施しようとしており､｢変姓

当知本源説｣でも変法の必-%T性を祝いている｡これについては､改めて後述する｡

｢論回部甜樹何以別弱｣では､回邸の話国が噂制君主制であり､民を生かさないので別弱となった

ことが述べられており､｢欲正人心先低法皮漁｣では､人心を正そうと思うならばまず､安治杏健め

ることが述べられている｡

Bt後に r笛中国曽犠於老氏､槻氏之学｣では中国が､老氏､抽氏の学rBLJで壊されたことが講じられ

ている｡

まず､｢開設朝刊識｣を見て行く｡それによれば､叔初に､

古は､符を採って､民鼠を披､符を葡んで国政を知った｡叫ら､大師が官を立ててその!lfを

つかさどらせた｡だから､詩は､今の新報である｡上は政教より､下は風俗まで､戚わってい

ないものはない｡⑳

とあり､盲の特控は､新刊と同じであることが述べられている｡また､六経や孔子PJmにえがかれ

ている棚 のgf柄も新報が粥屑の新聞を録すのと同じであり､漉喝の妥fLとも新報が時邸を紀すのと

同じであるとおおよそいわれている｡また､

鰍 こ古は冊を別するのが芳雄なので､仏語を出し､冊約して伝え易くしている｡排店に税率

があり､架代以後､木坂があり､舷 では石印があり､それを推して､いよいよ詳しくなり､

取掛こ限られてはいない｡大師が人を派過して符を採るのは､今のIJr件を人から探るようなも
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のだ｡国に皆､太師があり､盲は万宙があったので､それは1万の新報刊である｡⑳

といわれており､大師が為を捉津するのは新報刊のようだとしているのか知られる｡

また､

今､外包では､明の未から朝刊を開設し､本国人民の且俗､外国､軍政から､天文地理の斬

殺､棚 瓜の新棟､ 1EIに新しく出て､人人は､序これを知ることができる｡これを用いち

ことが強行し､上は国主から下は兵Tから敗 まで､兼しんで､暇ない者はない｡⑳

と述べられており､外掬では､明菜から頼刊の鵬故により､すべての人が､色々なZPを知り交しん

でいる様子が伺われる｡

ついで

外国の朝刊を枇 すると､米=962､独-減 ､英=169､仏-128､伊-105､ペJL,ギー､i

ラング-別､その他のヨーロ･JJ<各回には､合計250があり､米大陸の小国でも115ある｡fB刊
▲●

の大きさでは､英国のタイムスの如きは､毎日7万帝も発行しており､Pfのkを塊がILいで､

互いに敬いを知り､日々人材を広くし､日に寮酉の富強を多くしているのti､このようTL所に

ぁる｡◎

といわれており､欧米tJi国では､多くの耶 Jが設立されているのが知られる｡

ついで､中国のことが次のように述べられている｡す11わち

我がq咽 の邸鰍 ま､鵬放して千年である｡もともと､西経よりずっと以前から出版している

が､まだ推し拡げていない｡特を採る方法bまだ､外国に氾いついていないので､上下､門外

捷速しているのみである｡民が苦しみ､人材が山ず､Eltこ恩かなのも､このためである｡⑳

とあり､欧米に比べ中国のおくれが言われている｡また､欧米と中国を比べて次のようにいわれて

いる｡

欧米は､わが国の採荷の方法を用いて苗戦となり､わが国は鵬 して､邸坪にのせるという

方法を推せす､計りしれない控､息拓となっている｡公､書､士､大夫の改称のもとになって

いるのは､速くは､外国のgF情に遜じていないし､近くは､各省のgTに通じていない｡だから､

これを大きく見れば､軍国の計善をめぐらすのはすでにだ然としているが若さであり､引き商

えなしに灸杓や面界により､土地i･剖ZIしてしまったのを知らない｡荊3は上薬に上り虫帝に

漣しているが､挙りとみすぼらしさを祝し､官吏は､姉や､貯枚をflL､小民は先をGZり､苫

しみを受けている｡⑳

といわれており､中国か昔ながらのまちがった方法を放り､土地を失い､民を苦しめていることが

知られる｡ついで､

耳､日は飛回を隔てるが如くに抜していず､有志の士であ.I)て心を留めようと思っても用

いる所がない｡その耳､目は､混和や皿鞘の伝掛 こ頼るのみである｡丁度､枯れた井戸に坐っ

て､天地からAEれているようなものであり､これで政治をするのはむすかしいのではllいか｡
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人士に至っては､八股や四懲以外は知らないので自分漣の詩のグループを英とし､四Jlトを近海

とし､日本を安摘､泉門に放し､シソガポーIL,に近いとしている｡このようなgtは牧草に払え

fLい｡小民は､自分の故や以外は愚かで知ることがない｡わずかに､牛馬に類して地坪の交面

に当たっている｡戦釈四且の時代にどうして侮り見られないことがあろうか｡智者が点者を治

めるのは天理である｡⑳

と述べられており､中国人の先知がさびしく指溝されている｡ついで､

古の滋侯の時代には､万国に万の朝刊があった｡今の省州良も債､朝刊を瞥正して､民の苦

しみに適し､民智を附くべきである｡本会は､先ず朝刊を描いた｡その休載に6ある｡-一つは､

拍旨､実相をたす｡二つには､北京の手放､暗中を正す｡三つには､省の民の苦しみ､更改､

水甲､盗広を記す｡四つには､地理､辺苛を配す｡五つには､外国の新聞雑誌を訳し､外国の

故gl､地理､見俗を沓く｡六つには-&説を付す｡その癖の商か､脚 は､自由に甘く｡その利

益には､六ある｡

1､上大夫が中外のa見に威L:､日々 人材を広め､El々 これをJiって､人材を広めていると

いう｡

2､公+の耳EJが､漸く､兵耕､政情に広まり､耶凍処軌こ熟し､集約を立てても大訳に至っ

ておらず､国土を保っているという｡

3､変法が人心に近づき､人々は､然りとしており､流水も変地を助けるという｡

Ll､士大夫は､終EI､公､余に従って応持し､Elにもt御する暇がない｡斬Mがあれは､侮日

一冊で､各科EIにE相 に柏尾し､これを学問を増すという｡

5､上LulをJ#れて､あえて肝をしない｡これを井然を除くという｡

6､小民の疾苦をとりもてば､すみすみまで債が知るようになる｡これを民の苦しみに連す

という｡⑳

と述べられており､頼刊の設立の六っの体裁､六つのメリットが明らかにされている｡

叔後に､

このようfL大利があれば､すぐに挙行すべきであり､省群掛 こ推し広めれば､天下の一家､

中国の一人に且化してLiする所が大である｡⑳

といわれており､BiuZlの効力が説かれている｡

次に r変法当知本軌 を見て行く｡

まず､

上地が小さくて亡びるもがあり､人民が少fLくてiEぴる者があり､物産がすくなくて亡びる

ものがあり､頚隊が拓くして鼓びる者がある｡すなわち､中国の土地の広さは､2万望､人民

の熊さは4dt人､物産の充さは､26万､兵隊の多きは､百余万｡一旦日本が攻めてくると､背

工は逐われ､油掛 i桃を告げ､将卒が的放したのl紳 l故か.用いるべきでない人を用いたから
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か｡rt峡 の廷臣､地方の官吏で､中外に洞適し､古今に潔遜する者が無い｡力めて変法を求め

る者は､その人でなく､行う所はその道でないと敢えて刑うべきだろうか｡⑳

といわれており､弔さなどによって国が亡びることがあるが､中国は､国も大きく､可王隊も大わい

るのに､日本に亡びたのは､変法を求める官吏がいなかったからだろうかと述べている｡ついで､

安礁して30余年､洋式学宝の設立､閑鉱公司の群､兵法､鎌伯の用､屯擦､汽船の法を我が

中国はどうして､つづけて､効用あらしめなかったのか｡inでもないものに並くし､ここに至

り､本源にくらくないのなら､なぜ科挙を変えないのだろうか｡孟子は言うr徒者は､政治を

為すには足らず､徒法は､自分から行うことができない｣と｡碍子は言う ｢治人有りて､拾法

なし｣今の国家取士の法は､明のiL制をつづけて有しているだけだ｡明祖の意を推 して､八

枚文の科目を投けた｡そして天下の材力､柄恩､凝能を｢途に納めて､口をつぐませ､息かに

して鮒 批 した｡㊨

とあり､変法の実行に当っては､人材を愚かにする科挙制の改革を提唱している｡ついで､次のよ

うに言われている｡すなわち

現在では､世は変り､EHこすみやかに上下し､中国では､やっとさけたが､77リカ州d)L生

民は炊gIとされた｡ああ､まことにどんな心でも､これをしてはならない｡或いはいう､机宗

の法は孔子のnlであり､どうして変えるべきか｡孔孟の荘舷を捌いて､科挙の恋gQとし､いた

ずらに､糖軒の法を求めている｡⑳

と述べられており､科革の駄掛 こ孔孟の秒を利用していることの足非が問われている｡ついで､人

材を適材適所に用いることの必要性が説かれている｡また､

中国の長する国土の大､人民の衆さを用いれば､3年のIi'Jに人材が非出して用いることが

できなくなるのであろう｡欧米の縦横万里､一切をうかがうものは､どうして､it器と耳i隊

の軟さ､吸虻の多さのみにあろうか｡科挙の変革により､人材が多くなり､学校が舛ってSl習

が変えられたからだ｡そうでなければ､いたずらに､その末を樹耕し､その本を建てることに

ILり､可r資が-たび起きれば､初夜に人が無くて､軌 こ武器を貸し､食投を送るよう11ものと

なるのみである｡⑳

と述べられており､科挙の改革による人材の育成の盛野性が税かれている｡ついで

歓州16回のうち､デンマークは､小国であるが､よくJ<ルト海の人口を把超し､投の収入を

柑ている｡スイスは小国であるが､よく､回転会議をその加で脱髄している｡その故は何か｡

政治制皮の改革により､人材が多いということだけだ｡トルコでは､その陸軍が､地球にifと

している｡その土地は844.609平方里で政治制度を変えなかI,'たので､ロシ丁に刷られ､イギ

リス､ドイツ､フランスに制せられている｡インドは､丁ジTの大国である｡その土地は､

1,560.100平方望であるが､イギリスに背屈させられている｡アフリカ州は､世界の五州のひ

とつである｡その土地は､I.190.000平方盟であるが､欧州の一味によって分割されている｡
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世界のどこが､得､どこが失なっているのか｡◎

と述べられており､Ltr界の中でも改革をした国が発展し､改革しない国は老大国でも､滞航国になっ

たり､領土を分割されていることが知られる｡ついで､

中国では､科挙の効果が深切で著明であったので､さきに怖然として､改めて士風の一変を

隣り､国是も定まった｡その後､議院を開き､識凸を立て､上下の佃を戒じ､官の俸鐘､上秒､

官界を詔んじて､支給の幹を正して､網目を立て､革がなびくように教化を及ぼす｡その余の

坪はどうしてする必輩があろうか｡中国には､一､二人の変に遜ずる才がないわけではない｡

是非を定めようとしてもまだ鳳真はi定まっていないし､脚 ナていない､一つの塀を興そうとす

れば､他人でそれを助けようとする人がなく､一つの餌を祉てれば､多くの者がそれを邪魔す

る｡だから､奇才､果能､良法､美恵があっても､ふさがれ､滞らせられ､展開することがで

きないでやめている

と述べられており､中段では､変法国是が定まったが､それまでは､変位をしようとすると､さま

たげられ､展開できなかったことが明らかにされている｡叔後に､

周子は ｢天下は勢いのみである｣と言っている｡睦子静は､｢一人で流俗にぶつかる｣と言っ

ている.科挙を去らず､改革をしなければ､勢いが無く､区区をなすだけで､一､二人では､

どうして力を為しやすいだろうか｡だから今日､ここに､大衆を合して､改革を行い､大衆を

合して､勢いとなって行くべきだ｡⑬

と述べられており､個人のカでは勢いが出ないので､大衆の力を合わせて､勢いとなって行くこと

が訴えられている｡

4､強学報の参加者

まず､r強学報Jの上海教学金華樫の虫後に研かれている氏名によって､その参加を見て行く｡

氏 名 出 身 氏 名 出 身 氏 名 出 身 氏 名 出 身

政 体 芳 淋 江 辞 招 第 斬 江 居 仁 守 湖 北 圧 排 年 斬 江

雄 有 為 広 史 辞 代 的 湖 硝 梁 im 芽 広 束 典 滋 窟 斬 江

弗 招 双 漸 江 左 孝 同 湖 絹 射 光 典 安 養 恵 鈎 溝 州

張 牢 江 搬 沈 魚 座 冶 ill 市 税 捕 凶 川 馳 滞 坪 広 西

以上によれば､参加者は16名で､新江5名､広AT2名､湖南 2名､江斬､湖北､安敬､献酬､福姓､

四川､広酋各 1名である｡

っいで､拙著によって､その他の上海強学会の参加者を挙げて行く｡㊨

繋啓澄､陳三並､軍容超､周化鈎､陳宝深､孝庶臼､張之洞､輩柄威､紗綾瀬､新鎌､沈田地､張

考謙､云世肌がいる｡
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その他に､荊述の r葡学報Jの影印説明によれば､徐動と何樹齢がいる｡①

勘志鈎氏は､列名金津或参預金葡者2JI名､支持学会或与之打開者6名､井印人月5名をあげておら

れる｡⑬その中で､今まで触れられていない者は､呉括弧 兵乱 陸等江､柴関稚､孫玉仙､澄元金､

椴拳固､椴子勤､馬啓子である｡

王扶氏は､23名をあげておられ､⑲それらをまとめれば､上海敏学会､r群 別 の参Jx)者は40名と

いうことになる｡

氏 名 出 身 官職 (又はそれに代るPl格等)

銀 有 為 広 東 エ称主11f

果 各 組 広 東 革 人

辞 遼 東 斬 江 前部官 (元)

繋 那 井 広 東 軸林抜錨偉

政 も R 漸 江 兵邸Iキ伴 (元)

非 招 .yt 新 江 軸林院持株

政 沼 袋 漸 江 報林院拍佳

正 雄 年 新 江 進 士

居 仁 守 湖 北 恥 史

舶 光 典 安 徴 翰林院検討

張 脊 江 # 相称院8撰

酸 三 並 江 酉 史郎主叩 く眺望砧の7)

卑 称 粒 広 西 候補知肘

沈 微 塵 冶 i垂 扱抽お く沈掠れの子)

左 孝 同 湖 南 椀細心 (左宗虫の子)

周 化 鈎 村 錘 吏畔上叩

再 勘 NI- 四 川 刑等主TP

陳 宝 珠 凝 漣 内関学上

挙 駅 員 凸 州 正 月

広 角 清 洲 翰払院紹任

屯 之 渦 蔽 a 執広桧tF､火学士

♯ 捕 鐘 漸 江 舶 生

緋 鯉 淋 江 西 銘 JS

耶 環 江 南 適敢捷 (元)

北 沢 TT 広 酋 知 爪

詳 代 均 湖 南 侯通知爪

比 也 嬢 薪 江 雅 称

戦 車 iI 泣 a 翰林院船体
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その官職を見ると､桧や､大学士 1名 (正 1品)､部偽雄l名 (正2品)､内閣学士 l名 (従2品)I

題政使 L名 (従3品)､脚 官 l名 (正4品)､述84名 (正 4品)､知肘 2名 く正 4品)､邸坪 2名

く正5品)､御史 L名 (従5品)､苛立研 4名 (正6品)､知県2名 (正 6品)､桝 院倦撰 l名 (従 6

品)､竹林院編修 5名 (正7品)､樽柿 屍 検 討 l名 (従7品)､進士 1名 (従7品)､革人2名､生n l

名､兼統8名で､半数が6品以下であり､上転敏一芦会は申下級の官蚊だ劉こよって主に担われたといっ

てよいだろう｡

っいで､参加者の変法運動における派別を見て行く｡汚文鵜氏の説⑳ に依据 して分湖すれば､弘

之渦やii世軌は日和見主盛者であり､頑固派と本質を同じくする変法右派の仮維新系に屈し､騨有為

u､変法中間派の蟻架系に拐し､発柄麟は､;g前岡と同じ変法左掛 こ入れることができる｡また､王

統氏は､毅之渦糸目名､翁同雛系 l名､好純 系 3名､不詳7名と見ておられ､措辞的なのは蛸T:為

系であるとしている｡
㊨

これから見る限り､上海姓学会は､姿絵右派と中間韓､さらには左派とによって､梯成されており､

右派が:P軌以上を占めていたが､中間派の桔弟によって､会が推持され､r髄学報J も発行されてい

たと考えられる｡

また､参加者の出身地域は､新江7名､広東3名､広西､江酉､福祉､湖南､近点各 2名､湖北､

安徴､江僻､四川､虫州､RT北､河南各 L名でL4抑 こわたり､斬江､広碇､広西､江西､桶鎚にかた

よりが見られる｡

5､ r建学稚Jの意義

r戦学報Jの悪衣としては､変法時期に中国人の手によって成った､殺初の雑誌であり､その後の

変法連動に大きな影響を与えたと考えられる｡

また､r戦学報Jは､変法運動の推遡と共に人材の背成香し､中国を独立応戦の近代国家にしよう

と虚図していたことが知られる｡
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淑志的氏は､r戦学報Jの意袋を次のLL点にまとめている｡

-､孔子紀年で､盲に括して､今の制Brの改制を欲している｡

二､変杜の必要性をM明にしている｡

三､会を設け､我を井ずることを五伝し､維新変法を侶耕した｡

四､辞任の当さに木耳であることを知るべきであるということを開明にし､謎院を粥くべきである

という政治思憩を投出した｡⑳

ここにも rP 朝Jが蛮法の必要性を説き､変法をし､Za院をBEさ､中国を近代国家にして行こう

としたことが伺われる｡

J:海載学会が帝圧されると､その様的誌である 博 学軌 も発禁となり､r時榊 J⑳に引き継が

れて行くこととなる｡

そして､ r時糾 い 1､変法時期の中国社会において､人材の育成のために､大きな影書を与え､

それは､中国の近代化につながって行ったと考えられる｡

おわりに

今まで､r雑学鞘Jについて考案して来たが､瓜後にそのまとめをしてmJく｡

r教学報い ま､上海髄学会の機関誌として､変法を意図して上れ曲馬城西首王家沙 1号に1896年 1

月12日 (光描21年 1月28日)に節 1号が発行されたのであった｡

3号まで発行されたようであるが､現在するのは2号であり､組轍としては､主任､帳房､掛rl､

翻訳が班かれた｡

内容としては ｢本局岱白｣､｢上論｣､｢徐設｣､｢学会文件｣などが見られた｡本小論では､掛 こ韓説

のうち ｢開設報刊韻｣と ｢変法当知本源祝｣を放り上げた｡

前者は､全国に報刊を作り､民智を蛸き､変班を行い､⊂tl国を近代的な国家にしようとするもので

あった｡後者は､科挙を改革し､変法を行い､大衆を合して新しい国を作ることをすすめるものであっ

た｡

参加者は､四十名以上おり､礎有為､深啓虚を中心として6品以下の変法各卸 こよって構成されて

いた｡出身地としては漸江､広西､泊ま虫にかたよりが見られた｡

その老親としては変法の鼓吹により近代的国家を作ろうとした所にあったと考えられる｡しかしと

海戦学会の事EEによって r聾学報Jは､ r特顎帆Jに接成して行くこととなった｡
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